
－食栄 ８－１－ 

 

平成２８年度 

総 合 問 題 

（生活科学科 食物栄養専攻） 

 

９：３０～１１：００ 

 

 

 

注 意 事 項 

１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子，解答用紙に手を触れてはいけません。 

２ この問題冊子は８ページで，解答用紙は２枚あります。 

３ 試験開始の合図があったら，まずページ数，枚数を確認し（足りない場合は，手を挙げて

監督者に知らせること），全部の解答用紙に受験番号を記入してください。 

４ 試験中に，印刷の不鮮明な箇所やページの脱落などに気づいた場合は，手を挙げて監督者

に知らせてください。 

５ 解答は，解答用紙の所定の欄に記入してください。 

６ この問題冊子にある余白は，下書きなどに利用してかまいません。 

７ 試験終了後，問題冊子と受験票は持ち帰ってください。 
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課 題 

2011 年３月 11 日に東日本大震災があり，改めて自然の猛威を知ることになった。 

同年 11 月に行われた国民健康・栄養調査のうち，図１，２は非常用食料，表は地域社会のつ

ながりに関する調査の結果である。後の問いに答えなさい。 

 

図１ 災害時に備えて非常用食料を用意している世帯の割合（地域ブロック別） 

※世帯の代表者（非常食の用意を担当している者）が回答 

 
注：（ ）内は世帯数 

 

図２ 用意している非常用食料の種類（地域ブロック別） 

※非常用食料を用意している世帯における回答 

 

注：（ ）内は世帯数 

 

北海道：北海道 
東 北：青森県，秋田県，山形県 
関東Ⅰ：埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県 
関東Ⅱ：茨城県，栃木県，群馬県，山梨県，長野県 
北 陸：新潟県，富山県，石川県，福井県 
東 海：岐阜県，愛知県，三重県，静岡県 

 
近 畿：京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，和歌山県，滋賀県 
中 国：鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県 
四 国：徳島県，香川県，愛媛県，高知県 
九 州：福岡県，佐賀県，長崎県，大分県，熊本県，宮崎県，

鹿児島県，沖縄県 

※東日本大震災の影響により，岩手県，宮城県及び福島県を除く 

             （独立行政法人国立健康・栄養研究所監修『国民健康・栄養の現状 

 －平成 23 年厚生労働省国民健康・栄養調査報告より－』，第一出版，2015 年，p.32 より作成） 
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表 地域社会のつながりの状況（年齢階級別） 

※「あなたのお住まいの地域についておたずねします。次の質問について，あてはまる番号を１つ

選んで○印をつけて下さい。」という質問に対する回答 

 

                                  （同掲書，p.185 より作成） 

 

  

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 %
強くそう思う 649 9.2 24 3.8 34 3.3 46 4.2 81 7.2 100 7.2 364 20.5
どちらかといえばそう思う 2,894 41.2 190 30.2 384 37.3 451 41.5 480 42.6 620 44.8 769 43.3
どちらともいえない 2,449 34.8 284 45.1 444 43.1 435 40.0 396 35.2 449 32.4 441 24.9
どちらかといえばそう思わない 641 9.1 68 10.8 93 9.0 87 8.0 111 9.9 158 11.4 124 7.0
全くそう思わない 398 5.7 64 10.2 75 7.3 68 6.3 58 5.2 57 4.1 76 4.3
総数 7,031 100.0 630 100.0 1,030 100.0 1,087 100.0 1,126 100.0 1,384 100.0 1,774 100.0
強くそう思う 653 9.3 28 4.5 36 3.5 53 4.9 67 5.9 101 7.3 368 20.7
どちらかといえばそう思う 3,072 43.7 213 33.9 416 40.3 486 44.7 530 47.0 638 46.0 789 44.5
どちらともいえない 2,632 37.4 279 44.4 452 43.8 443 40.8 415 36.8 541 39.0 502 28.3
どちらかといえばそう思わない 405 5.8 62 9.9 69 6.7 64 5.9 78 6.9 69 5.0 63 3.5
全くそう思わない 274 3.9 47 7.5 58 5.6 41 3.8 37 3.3 38 2.7 53 3.0
総数 7,036 100.0 629 100.0 1,031 100.0 1,087 100.0 1,127 100.0 1,387 100.0 1,775 100.0
強くそう思う 2,039 29.0 105 16.7 179 17.3 227 20.9 279 24.8 441 31.8 808 45.6
どちらかといえばそう思う 3,709 52.7 310 49.2 606 58.7 646 59.4 649 57.7 760 54.8 738 41.7
どちらともいえない 969 13.8 155 24.6 186 18.0 170 15.6 145 12.9 148 10.7 165 9.3
どちらかといえばそう思わない 215 3.1 46 7.3 36 3.5 22 2.0 37 3.3 32 2.3 42 2.4
全くそう思わない 101 1.4 14 2.2 25 2.4 23 2.1 15 1.3 6 0.4 18 1.0
総数 7,033 100.0 630 100.0 1,032 100.0 1,088 100.0 1,125 100.0 1,387 100.0 1,771 100.0
強くそう思う 736 10.5 22 3.5 41 4.0 63 5.8 92 8.2 131 9.4 387 21.8
どちらかといえばそう思う 2,832 40.3 181 28.8 352 34.1 416 38.3 498 44.2 634 45.7 751 42.4
どちらともいえない 2,726 38.8 317 50.4 512 49.7 487 44.8 424 37.7 498 35.9 488 27.5
どちらかといえばそう思わない 474 6.7 71 11.3 75 7.3 70 6.4 81 7.2 88 6.3 89 5.0
全くそう思わない 265 3.8 38 6.0 51 4.9 50 4.6 31 2.8 37 2.7 58 3.3
総数 7,033 100.0 629 100.0 1,031 100.0 1,086 100.0 1,126 100.0 1,388 100.0 1,773 100.0
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問１ 図１からどのようなことが読み取れるか。300 字以内で述べなさい。 

 

問２ 図２から非常用食料を用意している世帯における「主食」，「副食」，「飲料」の備蓄状況

の特徴について，200 字以内で述べなさい。 

 

問３ 表から，年齢階級別の意識の違いについて，どのようなことが読み取れるか。200 字以

内で述べなさい。 

 

問４ 図・表から災害時における食事をめぐる問題について，あなたの考えを 300 字以内で述

べなさい。 
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